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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

· 4/13(水)に消防訓練を実施しましたが、閉鎖病棟側の火災報知器が作動しなかったようです。現在庶務管理室で原因を究明中です。判り次第病棟にはお知らせする予定です。

· 4/20(水)14:00から六角堂祭が予定となっています。

西病棟からは、曽我正子様、宮本建造様、稲垣恵理子様の３名の患者様に参加していただきます。また病棟残りのスタッフは、藤原さん・松川さんの２名にお願いしますので、よろしくお願いします。

なおこの日の午後の作業療法については、六角堂際が終了しだい開始しますので、終了後は速やかに作業療法室への患者様誘導をスタッフの方はお願いします。

· 現在管理棟と閉鎖病棟を結んでいる渡り廊下の結露防止のための工事を計画しています。工事中は、患者様や面会者の誘導に多少の支障が生じると思いますが、事故の無いようにお願いします。日程が決定次第、病棟には連絡をします。

· 各委員会の決済が取れましたので、副委員長が決まり次第メンバーの掲示をします。各委員会は早急に第一回目の委員会を開催し、委員間での活動内容の共通理解を図ってください。なお新設の委員会の関して、看護課長より活動概要及び主旨について説明がありますので、第一回目の委員会開催時は参加の依頼を各委員長は行ってください。

· 4/20(水)より職員の健診が予定となっています。採血スピッツが病棟に上がってきていますので、採血を行ってください。またレントゲンに関しては、スケジュール登録を各自行い、業務支障が出ないよう受けるようにして下さい。

· ５月の連休中の処方について

連休中の定期薬処方で、5/4(水)より内服開始の定期薬に関しては、２週間処方となります。なお病棟に上げるのは一週間ずつになりますので、病棟サイドでの確認をお願いします。

· 皮膚科診察の病棟担当日の変更について

先週皮膚科診察がなかったため、今後の病棟担当日の変更があり下記のようになります。

　　　4/20(水)→　南病棟

4/27(水)→　東病棟

5/11(水)→　西・北病棟（資格者介助：鳥谷部、補助介助：三和）

· 医療従事者用の禁煙パンフレットを病院で購入しています。喫煙スタッフの方に配布し、禁煙を推進していく予定ですので、各自医療職者としての自覚を持って、禁煙に取り組むようにしてください。

· 事故対策委員会によるＤｒ小坂の勉強会について

４，５月の勉強会は看護課の女性スタッフを対象として、婦人科診察介助について行っていきます。時間・場所については今までどおりです。なお男性スタッフ及び事務職員の勉強会に関しては、６月上旬に実施予定です。各自掲示板のスケジュールを確認し、必ず参加するようにしてください。

· ＷＩＺ利用にあたって下記に注意し、業務にあたるようにしてください。

今後業務における利用を有効的に行っていくために、報告・議事録の回覧時のファイル名や回覧先などは規定通りに実施しする。また業務担当の役割表や部署で行う会議や行事、研修などのスケジュールは漏れがないよう確実に登録を行うようにしてください。なお病棟の当番表の管理は主任が行っていきますが、入力に関しては鶴ヶ崎さんに実施していってもらいますので、スタッフの業務分担をよろしくお願いします。

· 院外の他科薬の取り扱いについて

現在当病棟（包括医療費）で入院・治療を行っている患者様の他科受診ならびに他科薬の処方が行われた場合、当院での入院治療費が、約７割カットされることになってしまいます。病院運営上も大きな損失であることから、当院での治療や内服処方が可能なものに関しては、主治医ならびに内科医などと相談をしながら院内での治療を原則として進めていけるような形をとります。よって安易に他科受診をすればいい…とった意識ではなく、当院で治療が可能なのかどうかを現場のスタッフは、きちんと判断し医師と対処できるようにして下さい。

· 今年度の病棟事業についての部署ミーティングを、4/27(水)のカンファレンスの時間に開催をします。当日は、原則として全員参加ですので、勤務以外のスタッフも参加をお願いします。

＜岩崎誠一様ご家族の主治医面談について＞

本日奥様主治医と現在の本人の状態について確認をしています。外泊中の様子として、朝の早い時間から起き、犬の散歩などを行ったりし、十分な休息が取れていない様子が見られ、奥様・本人の不安が強い様子が見られています。奥様としては、退院についてはもう少し延長し、現在定期的に実施している１泊の外泊を、今後は２泊の外泊に期間を延ばし状態を観察していきたいとの要望がありました。主治医の方針としても、入院治療の継続と以後も定期的な外泊を繰り返しながら、症状の改善を図っていくこととして、ご家族へ説明を行っています。

外泊から帰院時の本人の様子として、“家に帰って妻や子供たちからいろいろ話を聞かされると、やっぱり自分が一家の大黒柱なんだから、しっかりしなきゃって思っちゃうんですよ…”などと話されることがあり、家庭内での自分の役割遂行に強く固執しているような傾向が見られています。そのような意識が強すぎると、病状に影響してくることスタッフより説明していますが、岩崎様の中では今ひとつ自覚の乏しさが見受けられています。ご本人が、家庭での自分の役割や機能を自分の疾患のところと合わせてどう理解しているのか？またどのように今後の生活を考えて組み立てていこうとしているのかなどを看護サイドでは把握し、本人自身が活動と休息のバランスを自らコントロール・維持出来るように関わりを持っていくようにして下さい。

· 布施邦雄様の服薬自己管理について

現在異常体験に左右され、服薬自己管理におけるミスが目立ってきています。先週は、本人より“自分で出来る･･･”という評価があったことより、自己管理継続として看護サイドで観察・フォローを行ってきていました。しかし本日の服薬セット時には、混乱した様子で“出来ない･･･”と途中で投げ出してしまうことあり、スタッフ介入を要しています。このような状況より、当面精神的なストレスの軽減を図るとともに服薬事故の防止の為にも一時スタッフ管理として、経過を観察して行きます。本人には説明をし了解をもらっています。服薬方法としては、ステーション管理ですが、各服薬はステーション前に来てもらい、服薬をしていただく方法をとっていきます。

· 畑山勝司様ご家族の主治医面談について

現在日程の調整中で、ご家族の都合としては4/25(月)か26日(火)を希望されていますが、仕事の都合でまだはっきりとはしないようです。ご家族の仕事の都合がつき次第連絡が入る予定となっています。

